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令和 ３ 年 ９ 月 ３０ 日      

国土技術政策総合研究所 

 

 

大型降雨実験施設を用いて 

画像による降雨強度推定手法検討のための降雨撮影実験

を実施します。 
 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（問い合わせ先） 

 国土技術政策総合研究所 土砂災害研究部 土砂災害研究室 

    室長  中谷 洋明（内線 3918） 

 TEL：029-864-2213 FAX：029-864-0903 

資料配布の場所 

1. 国土交通記者会 

2. 国土交通省建設専門紙記者会 

3. 国土交通省交通運輸記者会 

4. 筑波研究学園都市記者会 

令和３年９月３０日同時配布 

土砂災害の危険性が高い中山間地における降雨監視体制を強化するため、国土技術政策

総合研究所では、流域監視用 CCTVカメラなどの画像を利用した降雨強度推定手法を検討し

ています。 

この度、様々な降雨強度で撮影したデータを取得するため、降雨強度を人工的に調整で

きる国立研究開発法人防災科学技術研究所の大型降雨実験施設を利用して、降雨撮影実験

を実施します。実験では、最大 300mm/hの雨を降らせる予定です。 

 



別紙：実験の概要
⼟砂災害の危険性が⾼い中⼭間地における降⾬監視体制を強化するため、国⼟技術政策

総合研究所では、流域監視⽤CCTVカメラなどの画像を利⽤した降⾬強度推定⼿法を検討し
ています。
⾬が降っている最中に撮影した画像では、⾬粒などの影響により、⾬が降っていない時

に撮影した画像とは異なった特徴が表れます。この特徴を指標とすることで、降⾬強度を
推定する⼿法の開発に取り組んでいます。

降⾬時の画像の例

無降⾬時の画像の例この度、様々な降⾬強度で撮影したデータを取得するため、
降⾬強度を⼈⼯的に調整できる国⽴研究開発法⼈防災科学技術
研究所の⼤型降⾬実験施設を利⽤して、降⾬撮影実験を実施し
ます。実験では、最⼤300mm/hの⾬を降らせる予定です。

○実験期間
・2021年10⽉4⽇（⽉）〜 2021年10⽉7⽇（⽊）
・10⽉6⽇（⽔）を実験公開⽇として取材対応致します。
取材希望の場合は、事前に問い合わせ先までご連絡をお願い
致します。

○実験場所
茨城県つくば市天王台３−１
国⽴研究開発法⼈防災科学技術研究所 ⼤型降⾬実験施設

⼤型降⾬実験施設は、霧⾬からゲリラ豪⾬までを再現できる
世界最⼤級の規模・能⼒を有する実験施設です。
降⾬下の実験例として、がけ崩れや耐⽔害住宅実験、IoTセン

サー、⾃動運転やドローンの性能試験等々の防災に関する基礎
的・応⽤的研究が⾏われています。

⼤型降⾬実験施設の概要
（防災科学技術研究所HP及びパンフレットから引⽤）

⼤型降⾬実験施設の概要


